
［標準様式例７-２］

契 約 変 更 年 月 日 令和８年５月２７日

契 約 業 者 名 (株)杉原建設

契 約 業 者 の 住 所
茨城県稲敷郡阿見町大字阿見字阿見原４６６６番地の３０
８４

業 務 の 名 称 Ｒ７東関道北高岡地区改良その１工事

業 務 場 所 茨城県行方市北高岡地先

業 種 区 分 一般土木工事

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和７年８月１日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和８年５月２９日

変 更 前 の 契 約 金 額 ２９４，２５０，０００円（税込み）

変 更 金 額 ＋１２４，３００，０００円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額 ４１８，５５０，０００円（税込み）

変 更 理 由

（第２回、最終）契約変更の内容

道路改良　１式
道路土工　１式
掘削工（ＩＣＴ）１式
掘削（ＩＣＴ）10,000m3
法面整形工（ＩＣＴ）　１式
法面整形（ＩＣＴ）2,000m2
地盤改良工　１式
法面工　１式
排水構造物工　１式
調整池工　１式
応急処理工　１式
仮設工　１式

１．道路土工
１）当初特記仕様書第６２条に基づく設計の引き渡しの結
果、掘削工（ICT）を数量精査（減）する。
２）当初特記仕様書第６２条に基づく設計の引き渡しの結
果、路体盛土工を増工する。
３）当初特記仕様書第６２条に基づく設計の引き渡しの結
果、法面整形工を増工する。
４）当初特記仕様書第６２条に基づく設計の引き渡しの結
果、法面整形工（ICT）を数量精査（減）する。
２．地盤改良工
１）当初特記仕様書第６２条に基づく設計の引き渡しの結
果、路床安定処理工を減工する。
２）現地調査の結果、現況地盤の改良方法について、経済
性・施工性、工期の観点より、深層混合処理で安定処理工
の部分まで施工する方法に変更したため、固結工を減工
し、固結工（ICT）を増工する。
　



　
３．法面工
１）現地精査の結果、植生工を減工する。
２）関係機関協議の結果、地盤の浸食防止措置を実施する
必要が生じたため、防草シート工を増工する。
４．軽量盛土工
当初特記仕様書６２条に基づく設計の引き渡しの結果、軽
量盛土工を追加する。
５．排水構造物工
１）排水構造物の増工に伴い、作業土工を数量精査（増）
する。
２）当初特記仕様書６２条に基づく設計の引き渡しの結
果、管渠工を数量精査（減）する。
３）当初特記仕様書６２条に基づく設計の引き渡しの結
果、集水桝・マンホール工を増工する。
４）当初特記仕様書６２条に基づく設計の引き渡しの結
果、地下排水工を増工する。
６．調整池工
１）当初特記仕様書６２条に基づく設計の引き渡しの結
果、路体盛土工（ICT）を減工する。
２）コンクリートブロック工の数量精査（減）に伴い、作
業工を数量精査（減）する。
３）当初特記仕様書６２条に基づく設計の引き渡しの結
果、コンクリートブロック工を数量精査（減）する。
４）当初特記仕様書６２条に基づく設計の引き渡しの結
果、放流施設工を増工する。
７．樋門・樋管本体工当初特記仕様書６２条に基づく設計
の引き渡しの結果、樋門・樋管本体工を追加する。
８．応急処理工
現地精査の結果、応急対応が必要な作業がなかったため、
応急処理工を削除する。
９．構造物撤去工
現地調査の結果、固結工の施工箇所に存置されている砕石
が施工の支障となることが判明し、撤去する必要が生じた
ため、構造物撤去工を追加する。
１０．仮設工
１）現地精査の結果、現地のトラフィカビリティ向上のた
め工事用道路工を増工する。
２）暗渠排水管の施工にあたり、土留・仮締切工を数量精
査（減）する。
３）現地精査の結果、地下水位が高く、施工中に土砂崩壊
する危険性が確認されたため、地下水位低下工を追加す
る。
４）現地精査の結果、地盤改良を行うにあたり、現況地盤
の地耐力が不足することが判明したため、作業ヤード整備
工を追加する。
５）現地調査の結果、地盤改良工及び軽量盛土工の施工に
水が必要であり、現場内存置井戸を使用する必要が生じた
ため、給水設備工を追加する。
　



　
１１．共通仮設費
１）運搬費として仮設材運搬費を数量精査（増）する。
２）事業損失防止費として水質調査費を増工する。
３）技術管理費として、システム初期費（ICT）を数量精
査（減）し、六価クロム溶出試験費を数量精査（増）す
る。
また、３次元起工測量費、３次元設計データ作成費、３次
元出来形管理費、３次元データ納品費、BIM/CIM作成費、
遠隔臨場費を増工する。
４）営繕費として快適トイレを増工する。
１２．工期
工期末は変更しないものとし、令和８年５月２９日までと
する。


